
電信電話記念日特集　「災害時の通信確保に尽力するＮＴＴ」

ＫＤＤＩなど社外連携も展開
巨大化する災害への対策強化

機動性ある機器で通信サービス早期復旧

緊急通話や被災地の通信確保などに注力切
れ
な
い
、切
れ
て
も
す
ぐ
つ
な
が
る

サ
ー
ビ
ス
継
続
へ
高
信
頼
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

長期停電に移動電源車など広域支援
大規模台風や大型地震に苦労

熊本地震では命がけの復旧工事

利
用
者
の
安
全
・
安
心
　

最
優
先

グ
ル
ー
プ
あ
げ
て
災
害
対
策

（５） 第３７９８号第３種郵便物認可 ２０２０年（令和２年）１０月２３日（金曜日）（週　刊）

　ＮＴＴによれば、近年、台風や
豪雨による自然災害が威力を増
し、大規模災害の頻発によって通
信設備やサービスへの影響も増大
・長期化する傾向にあるという。
地震についても各地で震度６強・

７クラスが発生しており、被災エ
リアだけのリソース（復旧機器・
人員など）では復旧活動に限界が
あり、広域支援を要する災害が増
える傾向にあるとしている。
　そうした巨大化する災害の影響

を抑止するため、設備の強靭化や
復旧対応の強化などにＮＴＴグル
ープをあげた努力を重ねている。
　災害に対する備えを持たせた中
ゾーン基地局の拡大、ＮＴＴグル
ープが保有する移動電源車による

広域支援を行うためのスキームの
整備、台風など事前準備可能な災
害に対するＡＩを活用した被災想
定による故障復旧体制の事前立ち
上げなどのほか、ＫＤＤＩとの災
害時の通信ケーブル敷設船相互利

用など、従来の枠組みにとらわれ
ない社外連携も行うなど、災害時
においても重要なライフラインで
ある通信ネットワークを持続する
ための取り組みに日々力を注いで
いる。

【
上
】
台
風

号
の
際
に
展
開
さ
れ
た
衛
星
可
搬
型

基
地
局
に
よ
る
通
信
確
保
　
【
中
】
台
風

号
で
被

災
し
た
電
柱
・
ケ
ー
ブ
ル
　
【
下
】
台
風

号
の
際

に
橋
の
落
下
で
被
災
し
た
管
路

　
さ
ら
に
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
信
頼
性
向
上
」
の
た

め
、
全
国
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
通
信
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
伝
送
路
（
通
信
ケ
ー
ブ
ル
）
に
つ
い
て
は
、

「
切
れ
な
い
」
「
切
れ
て
も
す
ぐ
に
つ
な
が
る
」
と

い
う
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
を
考
え
た
設
計
を
し
て

構
築
・
運
用
し
て
い
る
。

　
１
つ
の
伝
送
ル
ー
ト
が
被
災
し
て
故
障
し
て
も
、

自
動
的
に
他
の
ル
ー
ト
へ
切
り
替
わ
り
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
全
体
の
混
乱
な
ど
を
抑
止
す
る
「
伝
送
路
の
多

ル
ー
ト
化
」
を
は
じ
め
、
複
数
の
重
要
通
信
ビ
ル
が

同
時
被
災
す
る
危
険
を
回
避
す
る
た
め
の
重
要
通
信

ビ
ル
の
分
散
設
置
、
風
速
が
毎
秒

㍍
と
い
う
大
型

台
風
や
震
度
７
ク
ラ
ス
の
地
震
に
も
耐
え
ら
れ
る
通

信
ビ
ル
や
無
線
ア
ン
テ
ナ
の
設
計
・
建
築
、
通
信
ビ

ル
な
ど
へ
の
津
波
や
洪
水
な
ど
に
よ
る
浸
水
を
防
止

す
る
水
防
板
や
水
防
扉
の
設
置
・
強
化
、
停
電
時
の

電
力
確
保
の
た
め
の
予
備
電
源
（
バ
ッ
テ
リ
ー
、
発

電
機
）
設
置
な
ど
、
様
々
な
対
策
を
と
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
災
害
対
策
に
取
り
組
ん
で
日
頃

か
ら
備
え
る
と
共
に
、
防
災
の
日
に
あ
わ
せ
た
グ
ル

ー
プ
の
防
災
演
習
や
、
政
府
の
総
合
防
災
訓
練
と
連

動
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
緊
急
災
害
対
策
本
部
の
運
営
訓
練
な

ど
、
実
際
の
被
災
を
想
定
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
を

あ
げ
た
防
災
訓
練
も
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ

は
、
情
報
通
信
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
に
安

全
と
安
心
を
届
け
る

た
め
、
「
重
要
通
信

の
確
保
」
「
サ
ー
ビ

ス
の
早
期
復
旧
」

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

信
頼
性
向
上
」
の
３

本
柱
を
基
本
方
針
と

し
て
、
日
頃
か
ら
災

害
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
「
重
要
通

信
の
確
保
」
で
は
、

災
害
時
に
お
け
る
１

１
０
・
１
１
９
・
１

１
８
番
の
緊
急
通
話

や
被
災
地
の
利
用
者

の
通
信
確
保
に
努
め

て
い
る
。
緊
急
通
話

の
信
頼
性
向
上
の
た

め
に
は
、
警
察
本
部

・
消
防
本
部
・
海
上

保
安
部
の
指
令
台
ま

で
複
数
の
通
信
回
線
を
設
置
（
多
ル
ー
ト
化
）
す
る

な
ど
の
対
策
を
と
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
気
象
や
水
防
、
消
防
、
災
害
支
援
機
関
、

国
や
地
方
公
共
団
体
、
新
聞
社
、
通
信
社
、
放
送
事

業
者
な
ど
、
防
災
に
関
係
す
る
各
種
機
関
に
対
し
て

は
、
災
害
時
の
援
助
、
復
旧
や
公
共
の
秩
序
を
維
持

す
る
た
め
、
法
律
に
基
づ
い
て
、
電
話
が
か
か
り
に

く
く
な
る
災
害
時
の
輻
輳

ふ
く
そ
う

の
影
響
を
受
け
に
く
い

「
災
害
時
優
先
電
話
」
を
提
供
し
て
い
る
。

　
一
般
の
通
信
利
用
者
に
対
し
て
は
、
被
災
地
に
特

設
公
衆
電
話
を
設
置
し
た
り
携
帯
電
話
を
貸
し
出
し

た
り
し
て
、
災
害
時
の
通
信
確
保
に
努
め
て
い
る
。

被
災
者
の
安
否
を
確
認
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
１
７
１
）
や
災
害
用
伝
言

板
、
災
害
用
音
声
お
届
け
サ
ー
ビ
ス
、
Ｗ
ｅ
ｂ
版
の

災
害
用
伝
言
板
（
ｗ
ｅ
ｂ
１
７
１
）
の
提
供
も
行
っ

て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
災
害
援
助
法
の
適
用
が
想
定
さ
れ
る

規
模
の
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、
交
通
機
関
遮
断
な

ど
の
社
会
的
混
乱
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
各
通
信
事

業
者
の
通
信
規
制
状
況
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、

必
要
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
公
衆
電
話
か
ら
の

発
信
を
無
料
化
す
る
な
ど
の
対
策
も
し
て
い
る
。

　
「
サ
ー
ビ
ス
の
早
期
復
旧
」
で
は
、
災
害
時
に
被

災
し
た
電
話
ケ
ー
ブ
ル
や
携
帯
電
話
基
地
局
、
通
信

ビ
ル
（
電
話
局
舎
）
な
ど
の
通
信
設
備
に
対
し
て
、

数
百
世
帯
分
の
電
力
に
相
当
す
る
最
大
２
０
０
０
ｋ

Ｖ
Ａ
の
電
力
供
給
が
可
能
な
移
動
電
源
車
を
被
災
地

に
投
入
し
て
長
時
間
停
電
に
対
応
し
た
り
、
衛
星
通

信
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
特
設
公
衆
電
話
な
ど

が
提
供
で
き
る
ポ
ー
タ
ブ
ル
衛
星
装
置
な
ど
、
機
動

性
の
あ
る
機
器
を
活
用
し
た
り
し
て
、
一
刻
も
早
い

サ
ー
ビ
ス
復
旧
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
で
は
、
実
際
の
災
害
時
に
ど
の
よ
う
な
復
旧
活
動

を
行
っ
て
き
た
の
か
、
近
年
の
災
害
で
の
活
動
状
況

を
紹
介
す
る
。

　
▼
２
０
１
９
年
度
の
台
風

・

号

　
台
風

号
で
は
千
葉
を
中
心
に
暴
風
の
影
響
で
、

ま
た

号
で
は
関
東
・
信
越
・
東
北
な
ど
広
範
囲
で

の
豪
雨
の
影
響
に
よ
り
、
広
域
長
時
間
停
電
、
電
柱

や
通
信
ケ
ー
ブ
ル
被
災
が
原
因
の
通
信
ビ
ル
・
基
地

局
障
害
や
回
線
故
障
が
発
生
し

た
。

　
こ
の
う
ち

号
で
は
、
通
信
ビ

ル
約

棟
が
機
能
停
止
と
な
り
約


万
回
線
が
影
響
を
受
け
た
。
通

信
ビ
ル
と
利
用
者
宅
の
間
の
固
定

回
線
故
障
は
約
３
・
５
万
回
線
、

電
柱
・
通
信
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
の
被

災
は
約
１
３
４
０
カ
所
、
携
帯
基

地
局
停
波
は
約
１
２
０
０
基
地
局

で
あ
っ
た
。

　
想
定
を
超
え
た
広
域
長
時
間
停

電
の
発
生
に
対
し
て
は
、
通
信
ビ

ル
や
基
地
局
の
予
備
電
源
枯
渇
防

止
に
向
け
て
、
移
動
電
源
車
な
ど

の
広
域
支
援
や
配
備
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
実
施
し
た
。
倒
木
や
飛
来

物
、
土
砂
崩
れ
な
ど
で
電
柱
や
通

信
ケ
ー
ブ
ル
が
被
災
し
た
が
、
交

通
遮
断
で
被
災
現
場
へ
の
進
入
困

難
な
ど
が
生
じ
、
自
治
体
や
自
衛

隊
な
ど
に
よ
る
道
路
開
通
と
連
動

し
た
復
旧
活
動
を
行
う
な
ど
の
対

策
努
力
を
続
け
た
。
ま
た
、

号

で
水
没
し
た
通
信
ビ
ル
・
基
地
局

エ
リ
ア
で
は
、
移
動
基
地
局
車
両

な
ど
に
よ
る
通
信
確
保
や
復
旧
部
材
の
緊
急
手
配
に

よ
り
早
期
復
旧
に
努
め
た
。

　
一
方
、
被
災
地
の
利
用
者
対
策
で
は
、
困
り
ご
と

に
対
す
る
現
地
相
談
窓
口
の
設
置
や
、
避
難
所
支
援

の
た
め
の
特
設
公
衆
電
話
の
設
置
、
無
料
の
Ｗ
Ｉ


Ｆ
Ｉ
や
バ
ッ
テ
リ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
の
提
供
、
Ｗ
ｅ

ｂ
に
よ
る
故
障
受
付
「
ｗ
ｅ
ｂ
１
１
３
」
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
を
行
っ
た
。

　
▼
２
０
１
８
年
度
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
（
厚

真
町
な
ど
）

　
地
震
発
生
と
共
に
、
土
砂
崩
れ
や
地
割
れ
な
ど
が

起
き
て
通
信
ケ
ー
ブ
ル
断
・
通
信
ビ
ル
損
壊
が
発
生
。

加
え
て
北
海
道
全
域
の
長
時
間
停
電
が
発
生
し
て
、

約

の
通
信
ビ
ル
が
機
能
停
止
（
最
大
時
に
約

万

回
線
に
影
響
）
し
、
約
２
１
０
０
の
携
帯
電
話
基
地

局
が
停
波
す
る
と
い
う
、
大
規
模
な
通
信
ビ
ル
・
基

地
局
障
害
が
生
じ
た
。

　
地
震
発
生
直
後
に
は
、
震
源
地

周
辺
エ
リ
ア
一
帯
の
通
信
が
中
断

し
た
が
、
「
震
度
７
ク
ラ
ス
の
余

震
の
可
能
性
」
と
い
わ
れ
る
中
、

復
旧
班
が
現
地
に
赴
き
、
通
信
ケ

ー
ブ
ル
の
暫
定
復
旧
に
よ
り
半
日

以
内
に
大
部
分
を
回
復
さ
せ
た
。

　
長
期
化
し
た
広
域
停
電
で
通
信

ビ
ル
・
基
地
局
の
予
備
電
源
が
全

道
各
地
で
枯
渇
し
て
い
く
中
、
そ

の
救
済
の
た
め
の
移
動
電
源
車
な

ど
が
不
足
し
た
が
、
道
外
か
ら
の

広
域
支
援
に
も
時
間
を
要
す
る
中

で
、
被
害
を
極
小
化
す
る
た
め
に

移
動
電
源
車
な
ど
の
弛
ま
ぬ
配
置

転
換
を
実
施
し
た
り
、
通
信
ビ
ル

の
機
能
停
止
を
抑
止
す
る
た
め
、

非
常
用
発
電
機
に
対
し
弛
ま
ぬ
燃

料
確
保
・
補
給
を
行
っ
て
燃
料
枯

渇
を
防
止
し
た
り
す
る
な
ど
の
努

力
を
続
け
た
。

　
ま
た
、
厚
真
町
の
大
規
模
土
砂

災
害
（
山
体
崩
壊
）
で
は
、
通
信

ビ
ル
の
損
壊
や
通
信
ケ
ー
ブ
ル
被

災
に
対
し
て
、
交
通
遮
断
で
復
旧

現
場
に
長
期
間
進
入
困
難
と
な
っ
た
た
め
、
自
衛
隊

な
ど
に
よ
る
道
路
開
通
と
連
動
し
た
復
旧
活
動
に
努

め
た
。

　
広
範
囲
の
基
地
局
停
波
に
対
し
て
は
、
東
日
本
大

震
災
の
教
訓
を
受
け
て
整
備
し
た
大
ゾ
ー
ン
基
地
局

を
釧
路
エ
リ
ア
で
初
め
て
運
用
し
、
事
前
の
備
え
に

よ
り
サ
ー
ビ
ス
影
響
の
抑
止
に
つ
な
げ
た
。

　
▼
２
０
１
６
年
度
の
熊
本
地
震
の
復
旧
活
動

　
ピ
ー
ク
時
に
は
、
４
つ
の
通
信
ビ
ル
が
機
能
停
止

（
最
大
時
約
２
０
０
０
回
線
に
影
響
）
し
、
約
１
・

９
万
の
固
定
回
線
が
故
障
。
電
柱
・
通
信
ケ
ー
ブ
ル

な
ど
の
被
災
は
約
２
０
０
０
カ
所
、
携
帯
電
話
基
地

局
停
波
は
約

局
で
あ
っ
た
。

　
震
度
７
の
前
震
、
本
震
に
加
え
、
震
度
６
弱
以
上

の
余
震
が
５
回
発
生
す
る
中
、
余
震
に
警
戒
し
つ
つ

停
波
と
伝
送
路
断
に
対
し
て
災
害
対
策
機
器
を
用
い

て
復
旧
活
動
に
努
め
た
。
全
国
か
ら
の
災
害
対
策
機

器
な
ど
の
支
援
を
行
う
な
ど
、
広
域
連
携
も
実
施
し

た
。

　
特
に
、
光
ケ
ー
ブ
ル
復
旧
で
最
大
の
難
関
と
な
っ

た
の
が
「
高
森
立
野
～
南
阿
蘇
」
区
間
で
あ
っ
た
。

道
路
寸
断
や
が
け
崩
れ
で
、
白
川
の
深
い
谷
を
越
え

る
こ
と
が
応
急
復
旧
レ
ベ
ル
で
は
困
難
な
状
況
で
あ

っ
た
。
復
旧
に
際
し
て
は
、
南
阿
蘇
鉄
道
の
線
路
に

光
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設
す
る
た
め
に
、
現
地
の
映
像
を

送
っ
て
作
業
の
安
全
確
保
方
法
な
ど
に
つ
い
て
電
話

会
議
を
重
ね
、
余
震
の
合
間
を
は
か
り
、
ケ
ー
ブ
ル

ド
ラ
ム
を

㌢
㍍
幅
の
ト
ロ
ッ
コ
に
載
せ
て
地
上


㍍
の
第
一
白
川
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
を
歩
い
て
作
業
す

る
と
い
う
、
ま
さ
に
命
が
け
の
工
事
を
し
て
復
旧
さ

せ
た
。

　
ま
た
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
初
の
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
被

災
調
査
も
実
施
。
現
場
状
況
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ

る
中
で
、
最
新
の
情
報
を
素
早
く
正
確
に
把
握
す
る

大
き
な
力
に
な
っ
た
。

　
災
害
列
島
と
い
わ
れ
る
日
本
。
近
年
は
地
震
や
台
風
、
集

中
豪
雨
、
火
山
噴
火
な
ど
に
よ
る
自
然
災
害
が
全
国
各
地
で

毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
て
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い

る
。
国
民
の
生
活
や
企
業
の
活
動
な
ど
を
支
え
る
重
要
な
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
１
つ
で
あ
る
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
運
営
し

て
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
日
本
を
代
表
す
る
通
信

事
業
者
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
グ
ル
ー
プ
を
あ
げ
て
災
害
対
策
に

日
頃
か
ら
取
り
組
み
、
災
害
時
に
お
け
る
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
紙
で

は

月

日
の
電
信
電
話
記
念
日
に
あ
た
り
「
災
害
時
の
通

信
確
保
に
尽
力
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

グ
ル
ー
プ
の
災
害
対
策
に
つ
い
て
特
集
す
る
こ
と
に
し
た
。

【
写
真

Ｎ
Ｔ
Ｔ
提
供
】

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
る
土
砂
災
害

で
倒
壊
し
た
通
信
ビ
ル

熊
本
地
震
の
際
の
写
真
　
【
右
】
無
料
の
Ｗ
ｉ


Ｆ
ｉ
と
充
電
サ
ー
ビ
ス
　
【
中
】
広
域
支
援
を
行

う
災
害
復
旧
班
（
バ
ケ
ッ
ト
車
）
　
【
左
】
阿
蘇

大
橋
の
崩
落
で
損
傷
し
た
管
路


